
大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ

ISA City Public Relations  No.99
2013.1

◎ 新年のあいさつ

◎ 特集 18 人の市議会議員決まる！ 
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謹賀 新年2013

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
新
市
の
一
体
化
の
醸
成
が
す
す
み
、

い
よ
い
よ
本
格
的
な
伊
佐
市
創
造
の
時

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

先
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
ご
信

任
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、

希
望
と
勇
気
、
そ
し
て
優
し
さ
を
い
つ

も
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
真

摯
に
市
政
に
取
り
組
み
、伊
佐
市
の「
ホ

ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
」
を
成

し
遂
げ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
と
な
っ
て
か
ら
四
半
世
紀
を
迎

え
る
年
で
す
が
、
社
会
経
済
情
勢
が
混

迷
す
る
中
で
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

ま
す
ま
す
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て

い
ま
す
。
平
成
生
ま
れ
の
若
者
が
社
会

の
開
拓
者
と
し
て
活
躍
し
始
め
て
い
ま

す
。
い
つ
の
時
代
も
若
者
が
社
会
を
改

革
し
、
牽
引
し
て
い
か
な
け
れ
ば
社
会

の
発
展
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
伊
佐
の
若
者
も
昨
年
は
、〝
い
さ
え

ん
〞
と
い
う
男
女
の
出
会
い
の
場
づ
く

り
の
企
画
・
実
行
や
、
ピ
ザ
窯
や
五
右

衛
門
風
呂
が
あ
る〝
十
曽
こ
ど
も
の
森
〞

を
作
る
な
ど
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
発
達
障
害
な
ど
の
療
育
の
場
と
し
て

為
政
清
明

隈
元　

 
新

伊
佐
市
長

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）、
伊
佐

市
に
な
り
ま
し
て
か
ら
5
回
目
の
初
春

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
伊
佐

市
長
二
期
目
と
し
て
最
初
の
正
月
で
す
。

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
交
流
支

援
セ
ン
タ
ー
笑
〝
ス
マ
イ
ル
〞
な
ど
、

県
内
に
お
い
て
も
伊
佐
市
は
注
目
さ
れ

る
ま
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
・
安

心
な
市
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
雇
用
の
確
保
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
充
実
、
若
者
の
活
動
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
私
の
父
と
妻
、
長
男
の
干

支
で
あ
る
「
巳
」
年
。
私
に
と
っ
て
は

と
て
も
縁
起
の
よ
い
年
で
あ
り
、
長
男

が
生
ま
れ
た
と
き
に
父
が
と
て
も
喜
ん

だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
近
く
の
郡
山
八
幡
神
社
を
安
産
の
神

様
と
し
て
拝
み
、
感
謝
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
も
多
く
の
人
々
が
地
域
の
神
社

な
ど
を
参
拝
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

一
年
間
の
願
い
を
胸
に
、
掌
を
合
わ
せ

る
姿
に
、
神
仏
の
大
い
な
る
ご
加
護
を

感
じ
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
本
年
が
幸
せ
で
実
り
多
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
元
旦
の
長
蛇
の
列
や
記
帳
す

　

‐
新
‐
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新年のあいさつ 謹賀 新年

伊
佐
市
議
会
議
長

丸
田　

和
時

初
志
貫
徹

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
12
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
丸
田
和
時
で

ご
ざ
い
ま
す
。
市
議
会
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
わ
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
欧
州
債

務
危
機
の
顕
在
化
に
よ
る
世
界
経
済
の

減
速
や
急
速
な
円
高
に
よ
り
、
企
業
収

益
、
雇
用
情
勢
、
個
人
消
費
な
ど
、
依

然
と
し
て
長
び
く
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
7
月
に
は
、
九

州
北
部
を
中
心
に
「
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
」
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
大
雨
に
よ
り
、
住
家

損
壊
、
土
砂
災
害
、
浸
水
害
等
が
発
生

し
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
予
測
不
能
の
災
害
に
対

し
て
は
、
日
頃
か
ら
防
災
へ
の
心
構
え

と
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確

立
の
必
要
性
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。

　
さ
て
、
伊
佐
市
の
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
が
開
所
し
、
妊
娠
期
か
ら
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
と
保
護
者
の
総
合
的
な
相
談

支
援
、
子
育
て
支
援
の
情
報
発
信
の
拠

点
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
４
月
に
は
、
曽
木
の
滝
に
観
光
拠
点

施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
曽
木
大
橋
や

曽
木
発
電
所
遺
構
、
自
然
環
境
に
配
慮

し
た
川
内
川
の
分
水
路
な
ど
新
た
な
散

策
路
が
で
き
、
観
光
客
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
伊
佐
市
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
伊
佐
の
風
）
15
名
の
方
々
が
、

月
の
第
２
、
第
４
土
日
を
定
例
ガ
イ
ド

の
日
と
し
て
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
の
使
命
は
、
地
域
の
実

情
を
き
め
細
か
く
捉
え
、
行
政
に
提
言

し
、
そ
し
て
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
を
深
く
自
覚
し
、
市

民
の
負
託
に
全
力
で
応
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　伊佐市長・市議会議員選挙が、昨年 11 月 18 日に 40 か所の投票所で行われ、
大口ふれあいセンターにて即日開票されました。
　その結果、市長と市議会議員 18 人が決まりました。
　任期は、平成 24 年 11 月 30 日から 4 年間です。

問い合わせ先　市選挙管理委員会　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１１７１

当日有権者数
投票者数（投票率）

市長選挙 市議会議員選挙

男 11,142 人     8,592 人（77.11％）     8,592 人（77.11％）

女 13,422 人 10,395 人（77.45％） 10,394 人（77.44％）

計 24,564 人 18,987 人（77.30％） 18,986 人（77.29％）

投票結果

①緒
お が た

方　重
しげのり

則　　
② 56
③山野
④苦は楽
⑤温泉・映画鑑賞
⑥寝起き、寝る前　
　コップ１杯の水

①久
く ぼ

保　敎
のりひと

仁　　
② 62
③田中
④赤心を推して人の
　腹中に置く
⑤カメラ（写真）
　囲碁
⑥朝風呂・だれやめ

①森
もりやま

山　良
よしかず

和
② 28
③平出水
④一期一会・意思あ
　るところに道あり
⑤バレー
⑥青年団活動

①今
いまむら

村　謙
けんさく

作　　
② 51
③菱刈
④泰然自若
⑤ゴルフ
⑥特になし

①山
やました

下　和
かずよし

義　　
② 62
③大口
④おれがおれがの「が」
　を捨てて、おかげお
　かげの「げ」で生きる
⑤将棋・脳トレ
⑥三年日記

①森
も り た

田　幸
こういち

一　　
② 64
③田中
④誠心誠意
⑤家庭菜園・旅行
⑥ウォーキング

①氏名
②年齢（１月１日現在）

③校区
④好きなことば
⑤趣味
⑥続けていること

議席番号

議席１議席２

議席５

議席３

議席６

18
人
の
市
議
会
議
員
決
ま
る
！

特 
集

議席４
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①畑
はたなか

中　香
きょうこ

子　　
② 40
③羽月西
④平和・希望
⑤音楽鑑賞
⑥新聞配達

①前
ま え だ

田　和
かずふみ

文　　
② 64
③大口東
④新々日
⑤日曜大工・木工
⑥ラジオ体操

①沖
お き た

田　義
よしかず

一　　
② 65
③針持
④健全なる精神は健
　全なる身体にやど
　る
⑤読書・釣り
⑥早朝ウォーキング

①市
い ち き

来　弘
ひろゆき

行　　
② 65
③菱刈
④一日一日を大切に
　生きる
⑤さまざまな地域を
　見て歩くこと
⑥カロリー管理

①丸
ま る た

田　和
かずとき

時　　
② 61
③平出水
④行動しないと動か
　ない変わらない
⑤旅行・映画
⑥特になし

①岩
いわもと

元　克
かつより

頼　　
② 62
③山野
④誠実
⑤読書
⑥児童生徒のために
　交通安全立哨

①諏
す わ

訪　信
しんいち

一　　
② 68
③大口
④継続は力なり
⑤狩猟・魚取り
⑥散歩

①中
なかむら

村　周
しゅうじ

二　　
② 61
③本城
④３・４・３（万事
　の比）
⑤旅・釣り
⑥あきらめないで挑
　戦すること

①鶴
つ る だ

田　公
きみのり

紀　　
② 71
③大口
④一生懸命
⑤手品・寒蘭栽培　
　ゴルフ
⑥健康管理

①福
ふくもと

本　千
ち え こ

枝子　　
② 64
③羽月
④独立不

ふ き

羈～（ぶれ
　ないで真っすぐ進む）
⑤草花いじり・写真
⑥レクリエーション
　ダンス（レクダンス）

①柿
かきのきはら

木原　榮
えいいち

一　　
② 63
③大口
④春雨秋風
⑤科学誌読書
⑥だれやめ

①左
さこんじゅう

近充　諭
さとし

　　
② 62
③本城
④人事を尽くして天
　命を待つ
⑤狩猟
⑥ボランティア活動

議席７議席８議席９議席 10

議席 11

議席 15

議席 12

議席 16

議席 13

議席 17

議席 14

議席 18

18 人の市議会議員決まる！18 人の市議会議員決まる！
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海
音
寺
潮
五
郎
記
念

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
発
表

海
音
寺
潮
五
郎
記
念

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
発
表

◆
銀
杏
文
芸
賞

エ
ッ
セ
イ
部
門

最
優
秀
賞
　
有
川
政
子
（
鹿
児
島
市
）

優
秀
賞
　
鈴
木
國
男
（
伊
佐
市
）

　
　
　
　
　
山
道
亜
紀
子
（
姶
良
市
）

佳
　
　
作
　
若
宮
耕
三
（
日
置
市
）

　
　
　
　
　
水
町
登
代
子
（
熊
本
県
菊
陽
町
）

　
　
　
　
　
溝
辺
政
次
（
伊
佐
市
）

　
　
　
　
　
長
谷
敏
子
（
姶
良
市
）

短
歌
部
門

最
優
秀
賞
　
西
部
稔
（
長
崎
県
長
崎
市
）

優
秀
賞
　
馬
場
昭
徳
（
長
崎
県
長
崎
市
）

　
　
　
　
　
吉
野
美
野
里
（
佐
賀
県
佐
賀
市
）

佳
　
　
作
　
中
野
睦
子
（
徳
島
県
鳴
門
市
）

　
　
　
　
　
清
水
恒
（
伊
佐
市
）

　
　
　
　
　
石
上
令
（
指
宿
市
）

　
　
　
　
　
古
川
典
子
（
長
崎
県
長
崎
市
）

◆
読
書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル

感
想
画

▽
小
学
１
年
生

優
秀
賞
　
今
村
藍
実
（
牛
尾
小
）

優
良
賞
　
石
神
清
（
曽
木
小
）

　
　
　
　
　
永
野
明
日
香
（
宮
浦
小
）

　
直
木
賞
作
家
で
伊
佐
市
の
名
誉
市
民
で
も
あ
る
故
海
音
寺
潮

五
郎
先
生
を
記
念
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
市
内
外
か
ら
多
数
の

応
募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

佳
　
　
作
　
熊
个
迫
海
利
（
羽
月
西
小
）

　
　
　
　
　
御
書
小
花
（
大
口
小
）

　
　
　
　
　
柿
木
ほ
の
か
（
平
出
水
小
）

　
　
　
　
　
入
佐
鷲
太
朗
（
建
昌
小
）

▽
小
学
２
年
生

優
秀
賞
　
満
田
翔
（
羽
月
小
）

優
良
賞
　
中
村
颯
汰
（
大
口
東
小
）

　
　
　
　
　
有
村
春
菜
（
大
川
内
小
）

佳
　
　
作
　
森
本
ひ
か
る
（
建
昌
小
）

　
　
　
　
　
花
木
倫
統
（
建
昌
小
）

　
　
　
　
　
東
條
彩
乃
（
建
昌
小
）

　
　
　
　
　
山
下
菜
穂
（
建
昌
小
）

感
想
文

▽
小
学
３
年
生

優
秀
賞
　
吉
満
日
和
（
大
口
小
）

優
良
賞
　
長
野
心
美
（
山
野
小
）

　
　
　
　
　
新
留
優
一
朗
（
寿
北
小
）

佳
　
　
作
　
萩
峯
綾
梨
（
羽
月
小
）

　
　
　
　
　
大
宮
司
天
星
（
牛
尾
小
）

　
　
　
　
　
中
尾
沙
衣
美
（
菱
刈
小
）

　
　
　
　
　
德
永
拓
真
（
秋
名
小
）

▽
小
学
４
年
生

優
秀
賞
　
杉
﨑
春
香
（
羽
月
小
）

優
良
賞
　
湯
ノ
口
桜
（
明
和
小
）

　
　
　
　
　
小
濵
萌
（
明
和
小
）

佳
　
　
作
　
沖
田
菜
月
（
曽
木
小
）

　
　
　
　
　
濵
田
航
（
桜
丘
東
小
）

　
　
　
　
　
米
森
文
音
（
菱
刈
小
）

▽
小
学
５
年
生

優
秀
賞
　
轟
木
里
咲
（
本
城
小
）

優
良
賞
　
西
川
達
也
（
南
永
小
）

　
　
　
　
　
小
橋
真
優
理
（
山
野
小
）

佳
　
　
作
　
黒
木
千
春
（
針
持
小
）

　
　
　
　
　
米
村
茅
紘
（
羽
月
小
）

　
　
　
　
　
吉
松
美
友
樹
（
針
持
小
）

▽
小
学
６
年
生

優
秀
賞
　
三
浦
二
千
夏
（
山
野
小
）

優
良
賞
　
脇
田
侑
紀
（
加
世
田
小
）

　
　
　
　
　
中
間
有
希
乃
（
田
中
小
）

佳
　
　
作
　
向
江
珠
梨
亜
（
針
持
小
）

　
　
　
　
　
藏
元
慧
（
寿
北
小
）

▽
中
学
１
年
生

優
秀
賞
　
伊
堂
寺
珠
萌
（
長
田
中
）

優
良
賞
　
前
田
直
輝
（
大
口
南
中
）

　
　
　
　
　
有
満
優
里
（
山
野
中
）

佳
　
　
作
　
椛
山
貴
文
（
清
水
中
）

　
　
　
　
　
野
添
空
（
大
口
南
中
）

　
　
　
　
　
吉
松
明
音
（
大
口
南
中
）

　
　
　
　
　
千
鳥
恋
（
大
口
中
）

▽
中
学
２
年
生

優
秀
賞
　
田
口
と
も
み
（
大
口
南
中
）

優
良
賞
　
二
宮
花
音
（
舞
鶴
中
）

　
　
　
　
　
西
田
理
華
（
大
口
南
中
）

佳
　
　
作
　
井
上
蓮
太
郎
（
武
中
）

　
　
　
　
　
福
山
聖
奈
（
舞
鶴
中
）

　
　
　
　
　
牧
島
美
輝
（
舞
鶴
中
）

　
　
　
　
　
矢
﨑
千
聖
（
大
口
明
光
学
園
）

▽
中
学
３
年
生

優
秀
賞
　
西
あ
か
ね
（
大
口
明
光
学
園
）

優
良
賞
　
田
畑
千
秋
（
大
口
南
中
）

　
　
　
　
　
梨
木
祐
実
（
大
口
南
中
）

佳
　
　
作
　
北
園
琴
未
（
大
口
南
中
）

　
　
　
　
　
有
馬
瑞
希
（
大
口
南
中
）

　
　
　
　
　
筌
場
葵
（
大
口
明
光
学
園
）

　
　
　
　
　
原
田
凜
佳
（
長
田
中
）

▽
高
校
１
年
生

優
秀
賞
　
丹
羽
葉
月
（
鹿
児
島
南
高
）

優
良
賞
　
橋
桃
代
（
大
口
高
）

　
　
　
　
　
今
村
明
香
（
出
水
高
）

佳
　
　
作
　
広
島
加
奈
子
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　
植
松
由
貴
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　
濵
田
菜
々
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　
中
尾
結
実
（
大
口
明
光
学
園
）

▽
高
校
２
年
生

優
秀
賞
　
北
園
百
佳
（
大
口
高
）

優
良
賞
　
前
田
静
香
（
大
口
高
）

　
　
　
　
　
田
底
明
香
里
（
大
口
高
）

佳
　
　
作
　
橋
元
遼
介
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　
井
手
下
な
つ
み
（
大
口
明
光
学
園
）

▽
高
校
３
年
生

優
秀
賞
　
松
野
下
幸
也
（
加
世
田
高
）

優
良
賞
　
岩
元
大
樹
（
鹿
児
島
工
業
高
）

佳
　
　
作
　
吉
岡
美
友
梨
（
出
水
高
）

学
校
賞

小
学
校
の
部
　
　
伊
佐
市
立
羽
月
小
学
校

中
学
校
の
部
　
　
伊
佐
市
立
大
口
南
中
学
校

高
等
学
校
の
部
　
県
立
大
口
高
等
学
校
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Junior high  school「大口中央中学校」の  新制服が決まりました
　平成 24 年 6 月に、市内すべての小・中学校長と大口地区小・中学校ＰＴＡ代表、学識経験者を含む
32 人で「伊佐市立中学校再編成準備委員会」を発足しました。また、委員会に 7 つの部会（総務、教務、
保健体育、生徒指導、庶務、図書、ＰＴＡ）を設置し、平成 27 年 4 月の「大口中央中学校」開校に向け、
さまざまな事項を調査検討しています。

新制服の着用時期は
　平成 25 年度の新 1 年生から着用し、平成 27 年度の開校時には全員が同じ制服を着用します。

【付記】いじめなど生徒への影響や生徒指導上、どの時期に揃えたらいいか十分に検討し、決定しました。

今後の主な協議
○部活動については、今活動している部活動の種類や人数を把握した上で、新しい 
　中学校で取り組む部活動の選定、練習場所、後援会（育成会）の取扱い等を具体
　的に協議していきます。
○スクールバスの運行については、再編成により通学先と通学距離が変わる大口南
　中学校区と山野中学校区を対象に、運行経路や運行時間、運行便数等を具体的に
　協議していきます。
○児童・生徒の不安解消を図るため、学校間交流等の交流学習を協議していきます。

問い合わせ先　市教育委員会総務課総務係　　　　　　　☎�１３１１○内　２２６２

通学カバンや体育服等は
　価格・着心地・デザイン・性能・バランス等を主な基準に決定しました。
※着用時期については、制服と同じ。

男子冬制服 男子夏制服 女子冬制服 女子夏制服
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行政からのお知らせ

「伊佐市歌」斉唱コンクール
　市では、市制５周年に合わせ、「伊佐市歌」を制定する予定です。専門家によって作られた曲に合わせ、
歌詞は、市内の子どもたちのグループからたくさんの応募がありました。応募作品の中から優秀作品等を
決める「伊佐市歌斉唱コンクール」は、入場無料で、どなたでも観覧できます。
日　　時　２月３日（日）14 時 30 分開演　　場　　所　伊佐市文化会館

問い合わせ先　市総務課行政係　　　　　　　　　　     ☎�１３１１○内　１１１４

結核検診を受診していない皆さんへ
　平成 24 年度結核検診（レントゲン間接撮影）を次の日程で行います。前回受診していない人は、今回
受診してください。受診料は無料で、受診票がない場合も受診できます。
　なお、受診票に記載された日時で受診できない場合は、下表日程で都合のよい日時に受診してください。
対 象 者　昭和 23 年４月１日までに生まれた人で 65 歳以上の人。ただし、平成 24 年４月以降受診済み
　　　　　の人や病院などで受診予定の人、肺がん検診を受診した人は除きます。

※レントゲン車による時間巡回ですので、時間厳守をお願いします。
※当日は、金具・ボタンのついていない衣類（トレーナー・T シャツ等）でお越しください。

◎検診結果の送付について　11 月 14 日～ 12 月 3 日に受診した人の検診結果については、再検査の必要
　　　　　　　　　　　　　な人のみに送付しました。　

問い合わせ先　市健康増進課健康推進係　   　　　　　　　　　　　　　　　　   ☎�１３１１○内　　１２１７

結核検診日程表
実施日 場　　　所 時　　　間 場　　　所 時　　　間

1 / ９
（水）

 旧大口市中央公民館跡 10:00 ～ 10:10  平出水上公民館 13:00 ～ 13:10
 小木原中公民館 10:25 ～ 10:35  旧伊佐農協平出水支所 13:25 ～ 13:35
 山野基幹集落センター 10:50 ～ 11:00  ドラッグストアモリ  大口店 13:55 ～ 14:05

 石井公民館 11:15 ～ 11:25  大口元気こころ館駐車場
 （多目的ホール前） 14:20 ～ 14:35

 尾之上公民館 11:35 ～ 11:45

1 / 10
（木）

 下目丸公民館 10:00 ～ 10:10  南永校区コミュニティセンター 13:00 ～ 13:10
 北さつま農協東支所 10:20 ～ 10:30  岩坪営農研修センター 13:20 ～ 13:30
 上市山集会施設 10:40 ～ 10:50  本城地区集会施設 13:45 ～ 13:55
 田中上集会施設 11:10 ～ 11:20  青木元地区教育集会所 14:05 ～ 14:15
 荒田下バス停留所前 11:40 ～ 11:50

1 / 11
（金）

 大田（グランドゴルフ場） 10:00 ～ 10:10  築地集会施設 13:00 ～ 13:10
 上林商店倉庫
 （旧農協郡山出張所） 10:20 ～ 10:30  旧 JA 伊佐川南出張所 13:20 ～ 13:30

 白ヶ谷（永野商店前） 10:45 ～ 10:55  湯之尾校区集会施設 13:45 ～ 13:55
 木ノ氏公民館 11:10 ～ 11:20  猶原地区集会施設 14:05 ～ 14:15
 篠原公民館 11:35 ～ 11:45  花北営農研修センター 14:30 ～ 14:40

1 / 15
（火）

 北さつま農協曽木支所 10:00 ～ 10:10  針持青少年センター 13:00 ～ 13:10
 川西公民館 10:20 ～ 10:30  西太良地区コミュニティセンター 13:25 ～ 13:35
 宮人公民館 10:45 ～ 10:55  羽月地区公民館 13:50 ～ 14:00
 羽月西青少年センター 11:10 ～ 11:20  白木農村公園 14:10 ～ 14:20
 西太良田代公民館 11:40 ～ 11:50  鳥巣上公民館 14:35 ～ 14:45

1 / 16
（水）

 金波田公民館 10:00 ～ 10:10  ひまわり館 13:00 ～ 13:10
 北さつま農協駅前支所 10:20 ～ 10:30  徳辺上集落センター 13:25 ～ 13:35
 下手下集会施設 10:45 ～ 10:55  前目公民館 13:45 ～ 13:55
 菱刈総合保健福祉センター
 （まごし館） 11:10 ～ 11:20  北さつま農協北部支所前 14:10 ～ 14:25

 前目麓営農研修センター 11:35 ～ 11:45  大口元気こころ館駐車場
 （多目的ホール前） 14:40 ～ 14:55
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各チーム成績

クラス優勝   Ａ：曽木　Ｂ：大口中央　Ｃ：菱刈
躍進賞   菱刈　　７分１秒短縮

「１秒差で曽木チーム優勝！」
伊佐市ふれあい駅伝

　12 月 2 日、第 5 回伊佐市ふれあい駅伝競走大会が開
催され、曽木チームがゴール前で大口中央を抜き、初優
勝しました。
　冷たい雨が降りしきる中、14 チーム
が菱刈環境改善センター前をスタート、
市陸上競技場のゴールまで、13 区間 2
4.1 ㎞で健脚を競いました。
　悪条件で心配された選手たちですが、
沿道からのたくさんの声援で事故等な
く力走し、好記録も生まれました。

①曽木　　１時間 20 分 17 秒 ⑧大口東　１時間 25 分 01 秒
②大口中央　１時間 20 分 18 秒 ⑨本城　 　 1 時間 25 分 18 秒
③忠元　　１時間 20 分 54 秒 ⑩湯之尾 　 1 時間 27 分 09 秒
④羽月　　１時間 22 分 27 秒 ⑪田中Ｂ 　 1 時間 30 分 21 秒
⑤菱刈　　１時間 22 分 56 秒 ⑫牛尾　  　   1 時間 33 分 45 秒
⑥山野　　     １時間 23 分 00 秒 ⑬田中Ｃ 　    1 時間 35 分 40 秒
⑦田中Ａ 　     1 時間 23 分 31 秒 ⑭針持　　     1 時間 37 分 17 秒

「森からの恩恵を知ろう」
　山野小学校で 11 月 22 日、県の森林環境税を活用
した環境学習「水と森の学校」が行われました。
　３年目の今年は、“森からの恩恵を知ろう”と題して、

「かごしまみどりの基金」緑化活動推進委員指導のも
と、カシの苗木つくりや熊野神社でクルミ入りのそば
クレープつくりに挑戦しました。
　参加した 5 年生とその保護者などおよそ 25 人は、
枝葉を伸ばし大きく成長する姿を想像しながら 150 鉢
の苗木をつくり、その母なる大木に囲まれた境内で自
然の恵みいっぱいのクレープを味わいました。

区間賞（敬称略）

１区
 湯田桜太朗（曽木）

     2 分 55 秒
 山下渉気（大口中央）

２区  松木祐二（本城）      8 分 33 秒
３区  森真一（大口中央）      7 分 14 秒
４区  宮下透（曽木）      7 分 13 秒
５区  岸良楓也（本城）      3 分 43 秒
６区  山脇秀和（羽月）      5 分 28 秒
７区  永井智大（大口東）  10 分 01 秒
８区  今村佑美（羽月）      3 分 26 秒
９区  田之上昭弘（本城）      4 分 21 秒
10 区  三浦二千夏（山野）      4 分 05 秒 
11 区  蔵元彰弘（大口中央）     5 分 26 秒 
12 区  椛山諒平（忠元）      4 分 43 秒 
13 区  鶴丸怜（曽木）      8 分 02 秒

新

新
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郷土が生んだ偉大な歴史小説家 海音寺潮五郎

2012 秋の叙勲 瑞宝単光章 更生保護功労者法務大臣表彰

若松吉美さん（中戸切・79 歳） 有薗繁敏さん（下手風呂元・75 歳）

　次の方が、それぞれの分野で功績が認められ、受賞されました。おめでとうございます。

　伊佐市出身の文豪、海音寺潮五郎は県内で唯一の直木賞作家であり、同氏の遺徳を偲び偉業を顕
彰する「海潮忌・文学フェスティバル」が開催され
ました。文学フェスティバルでは、銀杏文芸賞と読
書感想文・画の表彰式がそれぞれ行われ、賞状と盾
が贈られました。そして、受賞者を代表して山野小
学校６年の三浦二

に ち か

千夏さんが読書感想文の発表を
しました。そのあと銀杏文芸賞の選者による鼎談も
開催され、なごやかな雰囲気の中で、文学にふれる
ひと時となりました。市立大口図書館には、海音寺
文庫が設置してあります。ぜひこの機会に海音寺文
学にふれてみてください。　  ※受賞者一覧は６頁

たくさん採れました♪

　11 月 21 日、明徳寺保育所の園児 38 人が、
青木の畑でいもほり体験をしました。
　これは青木在住の内村榮さんの呼びかけで
毎年開催される恒例行事となっています。
　少し肌寒い中での活動となりましたが、子
どもたちは寒さも忘れて、必死になっていも
掘りをしていました。収穫した芋は、27 日
の誕生日会に合わせ焼き芋大会を行い、みん
なでおいしくいただきました。
　「内村さん、いつもありがとうございます。」

小型動力ポンプを購入

　消防団は、資機材の点検・操法訓練を行い
ながら有事の際に備えています。
　しかし、消防資機材については、年数がか
なり経過し老朽化しているため、火災の際の
消火活動に支障をきたす恐れがありました。
　今回、コミュニティ助成事業（宝くじ）を
活用し、小型動力ポンプを第８分団（崎山班）
に配備しました。これにより、地域の消防団
に対する信頼と消防力の強化が図られます。
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　湯之尾小学校の３年生 18 人は 12 月 11 日、
自分たちで育てた大豆を使って豆腐作りを体
験しました。
　指導したのは、地産地消活動に重点をおき、
地域産物の活用や食文化の伝承に取り組む

「伊佐地区生活研究グループ」の皆さんです。
  ミキサーで細かくした豆を釜で煮て、豆乳
や湯葉ができる過程を学び、メインのおぼろ
豆腐の試食では、「豆の香りがする」と、自
然の香りそのままの味を楽しみました。
　その他、おからで作ったサラダなども好評
で、「家でも作りたい」と話していました。

出来たて「甘～い」豆腐

地域貢献にありがとう

　12 月 3 日、林建設株式会社の労働安全衛
生大会で、近隣住民も参加した防災訓練や交
通安全教室が開催されました。
　今回は、消防による「ＡＥＤを使った救命
処置の実技」や警察による「自動車の死角に
関する注意」などの指導を受け、緊急時に落
ち着いて行動するための知識と身近にある危
険について学びました。
　これまでも市内の美化活動やイベントの共
催など、多数のボランティア活動を行ってき
た同社は、災害時、近隣住民の避難所として
の機能を向上させるため、炊き出し訓練や災
害救助用品の備蓄なども行っています。
　「地域貢献と安心の提供に感謝いたしま
す。」

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）

　この賞は、㈶地域総合整備財団（ふるさと
財団）が平成 14 年度から実施しているもの
で、「ふるさと融資」を活用して市町村から
融資を受けた企業のうち、地域振興に貢献し
た民間事業者に贈られるものです。
　本年度は、全国多数の企業の中から９社の
みが受賞しており、その一つが「大口酒造㈱」
です。蔵元が足並みをそろえ大きな力として
一つに結集し、農業中心の地域で製造業分野
として安定的な雇用を創出していることや市
イベントへの協力など地域貢献活動が評価さ
れ、受賞となりました。
　わがまちの地域振興に欠かせない存在であ
り、これからも地域に愛される企業として期
待します。受賞、おめでとうございました。

　12 月 4 日、久七トンネルで防災訓練が行
われました。この防災訓練は、毎年人吉市と
合同で行われており、トンネル内での災害発
生時に、迅速かつ安全に対応できるようにす
るためのもので、当日は普通自動車とマイク
ロバスが正面衝突し、さらに後方の車も追突
したという想定で行われました。
　今年は伊佐市医師会の協力もあり、車内に
閉じ込めれた重傷者を救助し、伊佐市側の坑
口に設置したテントに救急車で搬送するとい
う一連の訓練で、事故発生時の対応や各機関
との連携体制の強化を図ることができました。

久七トンネル防災訓練
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全体 男性 女性

調査数 1,553 752 801

育児休業制度 50.9％ 31.8％ 68.9％

育児のための
短時間勤務制度

48.9％ 34.6％ 62.3％

（引用：内閣府発行 共同参画）

両立支援制度の利用意向
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ガスこんろの火が
服に燃え移って死亡

石油ストーブの火を消さずにカートリッジタンクに給油
したところ、カートリッジタンクのふた（ネジ式）の締
め方が不完全だったため灯油がこぼれ、ストーブの火に
引火したものです。

ガスこんろとその周辺を焼く火災が発生し、1人が
死亡した。（2011年１月　千葉県）

ガスストーブから出火

使用中のガスストーブのガスホー
ス接続部から炎が出て、周辺が焼
けた。（2010年1月　東京都）

専用のガスコードではなく、ガス
用ゴム管を接続していたため、接
続口からガスが漏れてストーブの
火に引火したものです。

こたつが変形して、布団が焦げた

スプレー缶が爆発し、火災

石油ファンヒーターを使
用中、スプレー缶が爆発
して火がつき、消火の際
にやけどを負った。
（2011年１月　大阪府）

ハロゲンヒーター、石油ストーブ
等の暖房器具で事故

社告・リコール中のハロゲンヒーターやカーボンヒーター、石油
ストーブ等の暖房器具で事故が多発しています。
お使いの製品が該当製品でないかＮＩＴＥホームページで確認し
てください。

 火災が発生した。
（2011年１月　大阪府）

近隣の建物が全半焼する火災が
発生し、1人がやけどを負った。
（2010年３月　新潟県）

石油ストーブの上で干していた
洗濯ものが落下して火がついた
ものです。

洗濯ものをストーブの上や周辺に干して

乾かさないでください。乾燥して軽くな

った洗濯ものが、上昇気流にあおられて

ストーブに落下することがあります。

また、タオルやカーテンなど燃えやすい

ものの周辺に置かないでください。

石油ストーブに洗濯ものが
落下し、火災

火災が発生し、２
人がやけどを負っ
た。（2010年１月
　滋賀県）

電気ストーブに布団が
触れ、火災
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石油ストーブの火を消さずに
給油し、火災

噴射剤に可燃性ガスを使用し
ているスプレー缶をファンヒ
ーターの前に置いたところ、
熱で膨張して噴き出たガスが
引火しました。（再現実験）

http://www.nite.go.jp/jiko/leaflet/leaflet.html

ガス栓とガス機器の接続は適正な接続具を

使用してください。

使っていないガス栓は専用の閉栓カバーを

かぶせるなど誤って開かないようにしてく

ださい。接続は赤い線まで差し込んでゴム管止めで抜

けないようにしてください。ソケットにごみなどがは

さまっていないことを確認してください。

不適正なゴム管を使
用したためガスが漏
れて引火しました。

（再現実験）

石油ストーブに給油する際は、必ず火を消

してください。カートリッジタンクのふた

が完全に締まっているかどうか必ず確認し

てください。ガソリンと灯油を間違えない

でください。

調理中、衣服に火がついたものです。

火や熱源を持つガスこんろ

などを使用する際は、衣服

やエプロンのすそ、ひざ掛

けなどが触れないように注

意してください。

電気ストーブをつけたまま就寝したため、布団がスト
ーブのガード部分にふれて火がついたものです。

寝るときは必ず電源スイッチを切ってく

ださい。

寝返りを打った際、布団や近くに置いて

いた毛布等がストーブに触れるとヒータ

ーの熱で火がつくことがあります。

スプレー缶（殺虫剤）がフ
ァンヒーターの温風で加熱
され、内圧が上昇して破裂
し、噴射剤の可燃性ガスに
ファンヒーターの火が引火
したものです。

カセットボンベやスプレー缶などをストー

ブ、ガスこんろなど熱源の近くに置かない

でください。加熱されると内圧が上昇して

破裂・爆発し、噴き出た可燃性ガスが引火

して危険です。

電気こたつの外枠が変形し、ヒーターカバーとこた
つ布団が焦げた。（2011年２月　奈良県）

電気こたつの中でこた

つ布団や座いす、座ぶ

とん等がヒーターユ

ニットに接触しないよ

うにしてください。

洗濯ものを乾かして火災になるこ

ともあります。また、断線の原因

になりますので電源コードをこた

つの脚で踏んだり、折り曲げたり

しないでください。

こたつの中にこたつ布団を押し込んでいたため、ヒ
ーターユニットと接触して焦げたものです。焦げた
こたつ布団の熱により外枠が変形したものです。

ゆたんぽで低温やけど

ゆたんぽをカバーに入れて使っていたら、低
温やけどを負った。（2010年11月　埼玉県）

長時間、ゆたん
ぽに接触してい
たため、低温や
けどを負ったも
のです。

ゆたんぽや電気あんかは、厚手のタオルや専用のカ

バーなどで包んでも低温やけどを負うことがありま

す。就寝前にふとんの中に入れて、温まったらゆた

んぽをふとんから出し、電気あんかはスイッチを切

ってください。

「低温やけど」は、ゆたんぽやこたつなどの暖房器具のほか、カ

イロ、ノートパソコン、携帯電話などでも発生しますので、長時

間、同じ部位が触れないようにください。また、違和感や熱いと

感じたら直ちに使用を中止してください。

低温やけどとは？
比較的低い温度（44℃～50℃）でも長時間
にわたって皮膚の同じところに触れている
と筋肉などが壊死するために「低温やけ
ど」を負います。44℃では３～４時間以
上、50℃では２～３分で「低温やけど」に
なるといわれています。

注意 社告・リコール中

加湿器で乳児がやけど

乳児が加湿器
でやけどを負
った。
（2009年10月
　大阪府）

床に置いていた加湿器の蒸気吹き出し口に乳
児が触れたものです。

子どもの手の届くところに、置か
ないでください。
転倒しないように安定した場所で
使用してください。使用中は持ち
運ばないでください。
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め方が不完全だったため灯油がこぼれ、ストーブの火に
引火したものです。

ガスこんろとその周辺を焼く火災が発生し、1人が
死亡した。（2011年１月　千葉県）

ガスストーブから出火

使用中のガスストーブのガスホー
ス接続部から炎が出て、周辺が焼
けた。（2010年1月　東京都）

専用のガスコードではなく、ガス
用ゴム管を接続していたため、接
続口からガスが漏れてストーブの
火に引火したものです。

こたつが変形して、布団が焦げた

スプレー缶が爆発し、火災

石油ファンヒーターを使
用中、スプレー缶が爆発
して火がつき、消火の際
にやけどを負った。
（2011年１月　大阪府）

ハロゲンヒーター、石油ストーブ
等の暖房器具で事故

社告・リコール中のハロゲンヒーターやカーボンヒーター、石油
ストーブ等の暖房器具で事故が多発しています。
お使いの製品が該当製品でないかＮＩＴＥホームページで確認し
てください。

 火災が発生した。
（2011年１月　大阪府）

近隣の建物が全半焼する火災が
発生し、1人がやけどを負った。
（2010年３月　新潟県）

石油ストーブの上で干していた
洗濯ものが落下して火がついた
ものです。

洗濯ものをストーブの上や周辺に干して

乾かさないでください。乾燥して軽くな

った洗濯ものが、上昇気流にあおられて

ストーブに落下することがあります。

また、タオルやカーテンなど燃えやすい

ものの周辺に置かないでください。
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落下し、火災
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石油ストーブの火を消さずに
給油し、火災

噴射剤に可燃性ガスを使用し
ているスプレー缶をファンヒ
ーターの前に置いたところ、
熱で膨張して噴き出たガスが
引火しました。（再現実験）
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ガス栓とガス機器の接続は適正な接続具を

使用してください。

使っていないガス栓は専用の閉栓カバーを

かぶせるなど誤って開かないようにしてく

ださい。接続は赤い線まで差し込んでゴム管止めで抜

けないようにしてください。ソケットにごみなどがは

さまっていないことを確認してください。

不適正なゴム管を使
用したためガスが漏
れて引火しました。

（再現実験）
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してください。カートリッジタンクのふた

が完全に締まっているかどうか必ず確認し

てください。ガソリンと灯油を間違えない

でください。

調理中、衣服に火がついたものです。

火や熱源を持つガスこんろ

などを使用する際は、衣服

やエプロンのすそ、ひざ掛

けなどが触れないように注

意してください。

電気ストーブをつけたまま就寝したため、布団がスト
ーブのガード部分にふれて火がついたものです。

寝るときは必ず電源スイッチを切ってく

ださい。

寝返りを打った際、布団や近くに置いて

いた毛布等がストーブに触れるとヒータ

ーの熱で火がつくことがあります。

スプレー缶（殺虫剤）がフ
ァンヒーターの温風で加熱
され、内圧が上昇して破裂
し、噴射剤の可燃性ガスに
ファンヒーターの火が引火
したものです。

カセットボンベやスプレー缶などをストー

ブ、ガスこんろなど熱源の近くに置かない

でください。加熱されると内圧が上昇して

破裂・爆発し、噴き出た可燃性ガスが引火

して危険です。

電気こたつの外枠が変形し、ヒーターカバーとこた
つ布団が焦げた。（2011年２月　奈良県）

電気こたつの中でこた

つ布団や座いす、座ぶ

とん等がヒーターユ

ニットに接触しないよ

うにしてください。

洗濯ものを乾かして火災になるこ

ともあります。また、断線の原因

になりますので電源コードをこた

つの脚で踏んだり、折り曲げたり

しないでください。

こたつの中にこたつ布団を押し込んでいたため、ヒ
ーターユニットと接触して焦げたものです。焦げた
こたつ布団の熱により外枠が変形したものです。

ゆたんぽで低温やけど

ゆたんぽをカバーに入れて使っていたら、低
温やけどを負った。（2010年11月　埼玉県）

長時間、ゆたん
ぽに接触してい
たため、低温や
けどを負ったも
のです。

ゆたんぽや電気あんかは、厚手のタオルや専用のカ

バーなどで包んでも低温やけどを負うことがありま

す。就寝前にふとんの中に入れて、温まったらゆた

んぽをふとんから出し、電気あんかはスイッチを切

ってください。

「低温やけど」は、ゆたんぽやこたつなどの暖房器具のほか、カ

イロ、ノートパソコン、携帯電話などでも発生しますので、長時

間、同じ部位が触れないようにください。また、違和感や熱いと

感じたら直ちに使用を中止してください。

低温やけどとは？
比較的低い温度（44℃～50℃）でも長時間
にわたって皮膚の同じところに触れている
と筋肉などが壊死するために「低温やけ
ど」を負います。44℃では３～４時間以
上、50℃では２～３分で「低温やけど」に
なるといわれています。

注意 社告・リコール中

加湿器で乳児がやけど

乳児が加湿器
でやけどを負
った。
（2009年10月
　大阪府）

床に置いていた加湿器の蒸気吹き出し口に乳
児が触れたものです。

子どもの手の届くところに、置か
ないでください。
転倒しないように安定した場所で
使用してください。使用中は持ち
運ばないでください。

ガスこんろの火が
服に燃え移って死亡

石油ストーブの火を消さずにカートリッジタンクに給油
したところ、カートリッジタンクのふた（ネジ式）の締
め方が不完全だったため灯油がこぼれ、ストーブの火に
引火したものです。

ガスこんろとその周辺を焼く火災が発生し、1人が
死亡した。（2011年１月　千葉県）

ガスストーブから出火

使用中のガスストーブのガスホー
ス接続部から炎が出て、周辺が焼
けた。（2010年1月　東京都）

専用のガスコードではなく、ガス
用ゴム管を接続していたため、接
続口からガスが漏れてストーブの
火に引火したものです。

こたつが変形して、布団が焦げた

スプレー缶が爆発し、火災

石油ファンヒーターを使
用中、スプレー缶が爆発
して火がつき、消火の際
にやけどを負った。
（2011年１月　大阪府）

ハロゲンヒーター、石油ストーブ
等の暖房器具で事故

社告・リコール中のハロゲンヒーターやカーボンヒーター、石油
ストーブ等の暖房器具で事故が多発しています。
お使いの製品が該当製品でないかＮＩＴＥホームページで確認し
てください。

 火災が発生した。
（2011年１月　大阪府）

近隣の建物が全半焼する火災が
発生し、1人がやけどを負った。
（2010年３月　新潟県）

石油ストーブの上で干していた
洗濯ものが落下して火がついた
ものです。

洗濯ものをストーブの上や周辺に干して

乾かさないでください。乾燥して軽くな

った洗濯ものが、上昇気流にあおられて

ストーブに落下することがあります。

また、タオルやカーテンなど燃えやすい

ものの周辺に置かないでください。

石油ストーブに洗濯ものが
落下し、火災

火災が発生し、２
人がやけどを負っ
た。（2010年１月
　滋賀県）

電気ストーブに布団が
触れ、火災
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石油ストーブの火を消さずに
給油し、火災

噴射剤に可燃性ガスを使用し
ているスプレー缶をファンヒ
ーターの前に置いたところ、
熱で膨張して噴き出たガスが
引火しました。（再現実験）

http://www.nite.go.jp/jiko/leaflet/leaflet.html

ガス栓とガス機器の接続は適正な接続具を

使用してください。

使っていないガス栓は専用の閉栓カバーを

かぶせるなど誤って開かないようにしてく

ださい。接続は赤い線まで差し込んでゴム管止めで抜

けないようにしてください。ソケットにごみなどがは

さまっていないことを確認してください。

不適正なゴム管を使
用したためガスが漏
れて引火しました。

（再現実験）

石油ストーブに給油する際は、必ず火を消

してください。カートリッジタンクのふた

が完全に締まっているかどうか必ず確認し

てください。ガソリンと灯油を間違えない

でください。

調理中、衣服に火がついたものです。

火や熱源を持つガスこんろ

などを使用する際は、衣服

やエプロンのすそ、ひざ掛

けなどが触れないように注

意してください。

電気ストーブをつけたまま就寝したため、布団がスト
ーブのガード部分にふれて火がついたものです。

寝るときは必ず電源スイッチを切ってく

ださい。

寝返りを打った際、布団や近くに置いて

いた毛布等がストーブに触れるとヒータ

ーの熱で火がつくことがあります。

スプレー缶（殺虫剤）がフ
ァンヒーターの温風で加熱
され、内圧が上昇して破裂
し、噴射剤の可燃性ガスに
ファンヒーターの火が引火
したものです。

カセットボンベやスプレー缶などをストー

ブ、ガスこんろなど熱源の近くに置かない

でください。加熱されると内圧が上昇して

破裂・爆発し、噴き出た可燃性ガスが引火

して危険です。

電気こたつの外枠が変形し、ヒーターカバーとこた
つ布団が焦げた。（2011年２月　奈良県）

電気こたつの中でこた

つ布団や座いす、座ぶ

とん等がヒーターユ

ニットに接触しないよ

うにしてください。

洗濯ものを乾かして火災になるこ

ともあります。また、断線の原因

になりますので電源コードをこた

つの脚で踏んだり、折り曲げたり

しないでください。

こたつの中にこたつ布団を押し込んでいたため、ヒ
ーターユニットと接触して焦げたものです。焦げた
こたつ布団の熱により外枠が変形したものです。

ゆたんぽで低温やけど

ゆたんぽをカバーに入れて使っていたら、低
温やけどを負った。（2010年11月　埼玉県）

長時間、ゆたん
ぽに接触してい
たため、低温や
けどを負ったも
のです。

ゆたんぽや電気あんかは、厚手のタオルや専用のカ

バーなどで包んでも低温やけどを負うことがありま

す。就寝前にふとんの中に入れて、温まったらゆた

んぽをふとんから出し、電気あんかはスイッチを切

ってください。

「低温やけど」は、ゆたんぽやこたつなどの暖房器具のほか、カ

イロ、ノートパソコン、携帯電話などでも発生しますので、長時

間、同じ部位が触れないようにください。また、違和感や熱いと

感じたら直ちに使用を中止してください。

低温やけどとは？
比較的低い温度（44℃～50℃）でも長時間
にわたって皮膚の同じところに触れている
と筋肉などが壊死するために「低温やけ
ど」を負います。44℃では３～４時間以
上、50℃では２～３分で「低温やけど」に
なるといわれています。

注意 社告・リコール中

加湿器で乳児がやけど

乳児が加湿器
でやけどを負
った。
（2009年10月
　大阪府）

床に置いていた加湿器の蒸気吹き出し口に乳
児が触れたものです。

子どもの手の届くところに、置か
ないでください。
転倒しないように安定した場所で
使用してください。使用中は持ち
運ばないでください。

ガスこんろの火が
服に燃え移って死亡

石油ストーブの火を消さずにカートリッジタンクに給油
したところ、カートリッジタンクのふた（ネジ式）の締
め方が不完全だったため灯油がこぼれ、ストーブの火に
引火したものです。

ガスこんろとその周辺を焼く火災が発生し、1人が
死亡した。（2011年１月　千葉県）

ガスストーブから出火

使用中のガスストーブのガスホー
ス接続部から炎が出て、周辺が焼
けた。（2010年1月　東京都）

専用のガスコードではなく、ガス
用ゴム管を接続していたため、接
続口からガスが漏れてストーブの
火に引火したものです。

こたつが変形して、布団が焦げた

スプレー缶が爆発し、火災

石油ファンヒーターを使
用中、スプレー缶が爆発
して火がつき、消火の際
にやけどを負った。
（2011年１月　大阪府）

ハロゲンヒーター、石油ストーブ
等の暖房器具で事故

社告・リコール中のハロゲンヒーターやカーボンヒーター、石油
ストーブ等の暖房器具で事故が多発しています。
お使いの製品が該当製品でないかＮＩＴＥホームページで確認し
てください。

 火災が発生した。
（2011年１月　大阪府）

近隣の建物が全半焼する火災が
発生し、1人がやけどを負った。
（2010年３月　新潟県）

石油ストーブの上で干していた
洗濯ものが落下して火がついた
ものです。

洗濯ものをストーブの上や周辺に干して

乾かさないでください。乾燥して軽くな

った洗濯ものが、上昇気流にあおられて

ストーブに落下することがあります。

また、タオルやカーテンなど燃えやすい

ものの周辺に置かないでください。

石油ストーブに洗濯ものが
落下し、火災

火災が発生し、２
人がやけどを負っ
た。（2010年１月
　滋賀県）

電気ストーブに布団が
触れ、火災
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石油ストーブの火を消さずに
給油し、火災

噴射剤に可燃性ガスを使用し
ているスプレー缶をファンヒ
ーターの前に置いたところ、
熱で膨張して噴き出たガスが
引火しました。（再現実験）
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ガス栓とガス機器の接続は適正な接続具を

使用してください。

使っていないガス栓は専用の閉栓カバーを

かぶせるなど誤って開かないようにしてく

ださい。接続は赤い線まで差し込んでゴム管止めで抜

けないようにしてください。ソケットにごみなどがは

さまっていないことを確認してください。

不適正なゴム管を使
用したためガスが漏
れて引火しました。

（再現実験）

石油ストーブに給油する際は、必ず火を消

してください。カートリッジタンクのふた

が完全に締まっているかどうか必ず確認し

てください。ガソリンと灯油を間違えない

でください。

調理中、衣服に火がついたものです。

火や熱源を持つガスこんろ

などを使用する際は、衣服

やエプロンのすそ、ひざ掛

けなどが触れないように注

意してください。

電気ストーブをつけたまま就寝したため、布団がスト
ーブのガード部分にふれて火がついたものです。

寝るときは必ず電源スイッチを切ってく

ださい。

寝返りを打った際、布団や近くに置いて

いた毛布等がストーブに触れるとヒータ

ーの熱で火がつくことがあります。

スプレー缶（殺虫剤）がフ
ァンヒーターの温風で加熱
され、内圧が上昇して破裂
し、噴射剤の可燃性ガスに
ファンヒーターの火が引火
したものです。

カセットボンベやスプレー缶などをストー

ブ、ガスこんろなど熱源の近くに置かない

でください。加熱されると内圧が上昇して

破裂・爆発し、噴き出た可燃性ガスが引火

して危険です。

電気こたつの外枠が変形し、ヒーターカバーとこた
つ布団が焦げた。（2011年２月　奈良県）

電気こたつの中でこた

つ布団や座いす、座ぶ

とん等がヒーターユ

ニットに接触しないよ

うにしてください。

洗濯ものを乾かして火災になるこ

ともあります。また、断線の原因

になりますので電源コードをこた

つの脚で踏んだり、折り曲げたり

しないでください。

こたつの中にこたつ布団を押し込んでいたため、ヒ
ーターユニットと接触して焦げたものです。焦げた
こたつ布団の熱により外枠が変形したものです。

ゆたんぽで低温やけど

ゆたんぽをカバーに入れて使っていたら、低
温やけどを負った。（2010年11月　埼玉県）

長時間、ゆたん
ぽに接触してい
たため、低温や
けどを負ったも
のです。

ゆたんぽや電気あんかは、厚手のタオルや専用のカ

バーなどで包んでも低温やけどを負うことがありま

す。就寝前にふとんの中に入れて、温まったらゆた

んぽをふとんから出し、電気あんかはスイッチを切

ってください。

「低温やけど」は、ゆたんぽやこたつなどの暖房器具のほか、カ

イロ、ノートパソコン、携帯電話などでも発生しますので、長時

間、同じ部位が触れないようにください。また、違和感や熱いと

感じたら直ちに使用を中止してください。

低温やけどとは？
比較的低い温度（44℃～50℃）でも長時間
にわたって皮膚の同じところに触れている
と筋肉などが壊死するために「低温やけ
ど」を負います。44℃では３～４時間以
上、50℃では２～３分で「低温やけど」に
なるといわれています。

注意 社告・リコール中

加湿器で乳児がやけど

乳児が加湿器
でやけどを負
った。
（2009年10月
　大阪府）

床に置いていた加湿器の蒸気吹き出し口に乳
児が触れたものです。

子どもの手の届くところに、置か
ないでください。
転倒しないように安定した場所で
使用してください。使用中は持ち
運ばないでください。
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市
内
で
行
わ
れ
る
献
血
バ
ス
で
は
、
患
者
さ
ん
の

負
担
軽
減
と
副
作
用
発
生
の
可
能
性
を
低
く
す
る
た

め
、
４
０
０
ml
献
血
を
主
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
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『 献血にご協力ください 』

　
献
血
は
、
年
間
を
通
し
て
血

液
の
不
足
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
冬
期
は
体
調
を
崩
し
て
服

薬
す
る
人
が
多
く
な
る
こ
と
か

ら
全
国
的
に
献
血
者
が
減
少
し
、

不
足
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
県
全
体
で
は
、
平
成
20
年
以

降
の
献
血
実
績
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
市
で
も
23
年
度
の
献
血

目
標
は
７
７
０
人
で
し
た
が
、

実
績
は
６
２
５
人
（
達
成
率

81
・
２
％
）
と
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
の
目
標
は

７
６
０
人
で
、
10
月
末
日
現
在

の
実
績
は
２
９
５
人
で
す
。

　
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、

献
血
バ
ス
一
稼
動
あ
た
り
52
人

分
の
献
血
が
で
き
れ
ば
、
県
内

で
血
液
の
供
給
を
自
給
自
足
で

き
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

　
　
Ａ
型
の
人
は
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
、必
要
な
い
で
す
か
？

　
　
　
い
い
え
。
確
か
に
日
本
人
は
Ａ
型
の
割
合
が
多
い
で

　
　
す
が
、
そ
の
分
患
者
さ
ん
の
数
も
多
い
と
い
う
こ
と
で

　
　
す
。
時
期
に
よ
っ
て
多
少
の
偏
り
は
あ
り
ま
す
が
、
あ

　
　
る
特
定
の
血
液
型
が
必
要
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ

　
　
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
ち
な
み
に
、
11
月
30
日
現
在
、
県
で
は
、
Ａ
型
と
Ｏ

　
　
型
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
薬
を
飲
ん
で
い
る
と
献
血
で
き
な
い
の
で
す
か
？

　
　
　
医
療
機
関
等
で
処
方
さ
れ
る
薬
の
場
合
は
、
確
か
に

　
　
ほ
と
ん
ど
献
血
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ビ
タ
ミ
ン

　
　
剤
や
ご
く
一
般
的
な
胃
腸
薬
な
ど
は
、
特
に
支
障
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。
ま
た
、
血
圧
の
お
薬
も
1
種
類
の
み
の
服
薬

　
　
で
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
し
か
し
、
献
血
者
の
健
康
状
態
、
服
薬
目
的
、
症
状

　
　
等
に
よ
り
当
日
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

単位：人

平成 24 年 10 月末日現在

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

平成 23 年度 42 37 63 51 49 35 0 47 48 32 35 59 625

平成 24 年度 32 41 75 58 49 40 0 295

伊佐市内の献血実績

よ
ろ
し
く
っ
ち
。
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南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. ９

　

　

レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

こが焼き

〈作り方〉　
①すり鉢にすり身を入れ、水気をきった豆腐と
　Ａを加えてよくすり混ぜる。
②①の中に卵を１個ずつ入れてすりのばし、ラ
　ップ（クッキングシート）をしいた流し箱に
　入れ、蒸し器で約 30 分蒸す。
③フライパンに油を熱し、②の両面に焦げ目を
　つける。

｢ 魚のすり身を入れた卵焼き」生

こ
が
焼
き

Vol.27

〈材　料〉
白身魚すり身　　100g
木綿豆腐　　　　100g
卵　　　　　　　５個
　　砂糖　　　　大さじ３
　　塩　　　　　小さじ 1/3
　　薄口醤油　　小さじ１
　　みりん　　　大さじ２
　　地酒　　　　大さじ２

Ａ

　
南
三
陸
の
朝
日
は
、
海
か
ら

昇
る
。
船
首
に
切
り
絵
を
飾
っ

た
船
の
バ
ッ
ク
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
秘
め
な
が
ら
、
変
わ

ら
ず
初
日
の
出
を
迎
え
ま
す
。

　
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
海
は
、
一
方
で
は

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
豊

富
な
海
産
物
を
与
え
、
ま
た
観

光
資
源
で
あ
る
以
上
に
、
日
々

の
暮
ら
し
に
密
着
し
て
い
る
の

で
す
。

　
秋
口
か
ら
始
ま
っ
た
シ
ロ
ザ

ケ
や
カ
キ
漁
に
続
き
、
昨
年
末

か
ら
開
口
と
な
っ
た
ア
ワ
ビ
が

冬
の
食
卓
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
年
越
し
は
、
大
晦
日

に
刺
身
や
ホ
タ
テ
、
ナ
メ
タ
ガ

レ
イ
の
煮
つ
け
な
ど
海
産
物
の

ご
馳
走
を
い
た
だ
き
、
元
旦
は

「
お
せ
ち
」
な
ど
は
な
く
、
お

雑
煮
な
ど
で
割
と
質
素
に
迎
え

る
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
伝

統
的
な
仙
台
雑
煮
は
、
焼
き
ハ

ゼ
を
使
う
よ
う
で
す
が
、
南
三

陸
で
は
煮
干
し
ダ
シ
に
醤
油
味

で
、
角
餅
と
野
菜
に
よ
る
シ
ン

プ
ル
な
お
雑
煮
の
よ
う
で
す
。

　
数
年
後
に
は
海
辺
で
の
暮
ら

し
か
ら
、
少
し
離
れ
た
高
台
で

の
暮
ら
し
と
な
り
ま
す
が
、
海

と
の
関
わ
り
は
変
わ
る
こ
と
は

な
く
、
む
し
ろ
変
わ
ら
な
い
よ

う
な
復
興
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
は
い
よ
い
よ
本
格
的
に
各
事

業
が
始
ま
る
一
年
に
な
り
、
目

に
見
え
て
ま
ち
が
大
き
く
変
化

し
て
い
き
ま
す
。
残
り
少
な
い

任
期
で
す
が
、
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
。
　
　
　（
小
倉
史
郎
） ▲アワビ集荷の様子
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
路（ルウ）　吉田修一（出版：文芸春秋）
　信じている。あなたを、運命を、思いを、力
を…。商社員、湾生の老人、建築家、車輛工場
員など、台湾新幹線をめぐる日台の人々のあた
たかな絆を描いた感動長篇。『文學界』連載を
単行本化。　　　　　（新刊全点案内より引用）

【１月の休館日】

１月    １日（火）～７日（月）・ 15 日（火）
　　21 日（月）・    28 日（    月）  

【　児　童　】
十二支のしんねんかい 柳原良平
あたしゆきおんな 飯野和好
木のまつり 鈴木靖将
アンパンマンとザジズゼゾウ やなせたかし
金色の髪のお姫さま カレル・ヤロミール・エルベン

【　一　般　】
けさくしゃ 畠中恵
噂の女 奥田英朗
沈黙のひと 小池真理子
逆回りのお散歩 三崎亜記
何者 朝井リョウ

【イベント情報】

ふれあいメルヘンひろば
日　時　１月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど

【図書館へ献本】
宮原望子さん　（上ノ馬場）
永山保雄さん　（尾之上）

今年も
たくさん来てね。
待ってま～す。☆ふれあいメルヘンひろば（Ｈ 24.11.24）
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

問
い
合
わ
せ
先
　
伊
佐
警
察
署
　
☎
�
０
１
１
０

                〈共生協働推進係からお知らせ〉
　今月から始まりました「コミュニティ通信」では、校区コミュニティ協議
会が中心、または連携して行うさまざまな取組みについて紹介していきます。
　また、地域外へ「アピールしたい！」「来てもらいたい！」情報も掲載で
きますので、お気軽にお問い合わせください。
　なお情報は、毎月 10 日締切で翌月号のこのコーナーで紹介します。
※内容や紙面の都合により、掲載できない場合もあります。　

　
先
月
10
日
か
ら
１
月
10
日
ま
で
、
年

末
年
始
に
お
け
る
「
交
通
事
故
防
止
運

動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る

交
通
死
亡
事
故
が
全
体
の
約
７
割
を
占

め
て
い
る
ほ
か
、
先
月
５
日
に
は
、﹁
交

通
死
亡
事
故
多
発
警
報
﹂
が
発
令
さ
れ

る
な
ど
、
県
内
を
取
り
巻
く
交
通
情
勢

は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
伊
佐
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
11
月
、

14
件
も
の
人
身
事
故
が
発
生
し
、
中
で

も
道
路
横
断
中
の
歩
行
者
が
車
に
跳
ね

ら
れ
る
危
険
な
事
故
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
守
っ
て
ほ
し
い

ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
左
右
の
安

　
全
確
認
を
十
分
に
行
い
、
無
理
な
横

　
断
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
夕
方
に

　
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
夜
間
は
原
則

　
上
向
き
ラ
イ
ト
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信

１
１
０
番  

だ
よ
り

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

ねぎらい作戦（Ｈ 24.12.10）

鬼
火
焚
き
情
報
︵
平
成
24
年
12
月
10
日
現
在
︶

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

　
ト
は
確
実
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

○
「
飲
酒
運
転
は
し
な
い
、さ
せ
な
い
」

　
を
徹
底
し
て
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
守
り
、
自
ら
が
交
通
事
故
の
被
害

者
ま
た
は
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
十

分
気
を
つ
け
て
、
楽
し
い
新
年
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
　

日 月 火 水 木 金 土
1 元旦
 ○小木原下
　 17:00 ～
 ○上松
　 17:30 ～

2
 ○郡山
 ○井立田
　 17:00 ～
 ○小木原東
 ○石井
 ○尾之上
　 18:00 ～

3
 ○小川内
 　18:00 ～

4 5
 ○大口東校区
　 （原田地区）
　 18:00 ～
 ○木ノ氏
 　18:30 ～

6
 ○湯之尾校区
 　17:30 ～
 ○山野本町
　18:00 ～

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

１2013

※
情
報
提
供
の
あ
っ
た
地
区
の
み
掲
載
し
て
い

　
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
企
画
調
整
課
ま
で
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、

伊
佐
で
丹
精
こ
め
て
育
て
た
ネ
ギ

を
配
り
ま
し
た
。

地区外からの参加も大歓迎！
温かい服装でご参加ください。
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お
知
ら
せ

募
　
　
集

　
県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
が
行
う
河
川

工
事
の
建
設
発
生
土
を
受
け
入
れ
る
候
補
地

を
公
募
し
ま
す
。

工
事
箇
所

　
一
級
河
川
　
川
間
川
（
菱
刈
荒
田
）

対
　
　
象
　
法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

公
募
期
間

　
１
月
７
日
（
月
）
～
２
月
７
日
（
木
）

申
込
方
法

　
市
建
設
課
（
菱
刈
庁
舎
）
に
あ
る
申
込
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

受
入
条
件

①
受
け
入
れ
は
無
償

②
受
け
入
れ
土
量
は
原
則
と
し
て
１
、
０
０

　
０
㎥
以
上
で
あ
る
こ
と

③
法
令
上
の
問
題
（
農
地
法
・
林
地
法
等
の

　
許
可
の
取
得
）

　
※
土
砂
の
搬
入
に
よ
り
、
農
地
の
用
途
が

　
　
変
わ
る
場
合
に
は
農
業
委
員
会
に
届
け

　
　
出
が
必
要

④
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
10
ｔ
車
）
で
の

　
搬
入
が
可
能
で
あ
る
こ
と

⑤
建
設
発
生
土
の
土
質
的
条
件
は
指
定
で
き

　
な
い

⑥
建
設
発
生
土
の
運
搬
の
み
（
転
圧
締
固
め

　
納
入
希
望
業
者
は
、
次
の
要
領
で
指
定
願

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
納
入
品
目

　
野
菜
・
果
実
類
、
醤
油
・
味
噌
類
、
麺
類
、

魚
介
か
ま
ぼ
こ
類
、
食
肉
類
、
豆
腐
類
、
乾

物
類
、
こ
ん
に
ゃ
く
類
、
冷
凍
食
品
等

指
定
期
間
　
平
成
25
年
４
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

指
定
願
書
提
出
期
限
　
１
月
31
日
（
木
）

※
指
定
願
書
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

指
定
条
件

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る

②
１
回
に
２
、
４
０
０
人
分
程
度
（
品
目
に

　
よ
り
異
な
る
）
の
納
品
が
で
き
る

③
納
品
時
間
が
確
実
に
守
ら
れ
る

④
生
鮮
食
品
の
取
扱
業
者
に
つ
い
て
は
、
月

　
1
回
以
上
の
検
便
を
受
け
る
こ
と

※
こ
れ
以
外
に
も
品
質
等
の
基
準
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

平
成
25
年
度
学
校
給
食
物
資
の
納
入

希
望
業
者
募
集

河
川
工
事
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
無

償
受
け
入
れ
候
補
地
の
公
募

　
は
実
施
し
ま
せ
ん
。）

※
そ
の
他
疑
義
が
あ
る
場
合
は
協
議
し
ま
す
。

決
定
方
法

　
申
請
場
所
や
諸
条
件
、
事
業
の
効
率
性
等

を
検
討
し
て
選
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
建
設
部
伊
佐
市
駐
在
（
県
伊
佐
合
庁
）

☎
�
５
１
６
４

伊
佐
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー☎

�
１
２
３
３

「
小
学
生
～
高
校
生
の
国
際
交
流
」

春
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

日
　
　
程

　
３
月
24
日
（
日
）
～
４
月
５
日
（
金
）
の

う
ち
９
～
12
日
間

対
　
　
象
　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

派
遣
先

　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

内
　
　
容

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化

交
流
・
学
校
体
験
・
地
域
見
学
な
ど

参
加
料
　
30
万
円
～
44
万
円

※
共
通
経
費
は
別
途
。
１
月
28
日
（
月
）
ま 

　
で
に
申
込
み
し
た
人
は
、
早
割
り
で
１
万

　
円
割
引
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
２
月
４
日
（
月
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
・
６
４
５
９
・
４
６
６
１

http://w
w

w
.kskk.or.jp

水
道
管
の
防
寒
対
策

防
寒
方
法

　
水
道
管
に
は
布
切
れ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

１
月
の
ご
み
収
集
日

　
燃
え
な
い
ご
み
（
赤
袋
）、資
源
ご
み
（
緑

袋
・
黄
袋
・
雑
誌
類
）
の
収
集
日
が
火
・
水
・

木
曜
日
に
該
当
す
る
地
区
は
、
収
集
日
が
一

週
ず
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　
各
家
庭
に
配
付
し
て
あ
る
「
平
成
24
年
度

ご
み
収
集
日
程
表
」
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
環
境
政
策
課
　
　
　
　
　
☎
�
１
０
６
０

な
ど
の
保
温
材
を
巻
き
つ
け
ま
す
。
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
に
は
布
切
れ
な
ど
を
詰
め
る
と

効
果
的
で
す
。

も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
凍
っ
た
蛇
口
や
水
道

管
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ

て
、
そ
の
上
か
ら
水
か

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
は
絶
対
に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
破
裂

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

万
一
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
等
の
止
水
栓
を
閉

め
、
水
を
止
め
て
か
ら
最
寄
り
の
水
道
修
繕

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

大
口
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー
　

☎
�
５
３
３
３

菱
刈
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー
　

☎
�
２
８
７
０

ぬ
る
ま
湯
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伊佐市からのお知らせ

出
願
期
間
　
１
月
４
日
（
金
）
ま
で

入
試
日
　
１
月
６
日
（
日
）

合
格
発
表
　
１
月
７
日
（
月
）

会
　
　
場
　
大
口
明
光
学
園
中
学
校

※
他
会
場
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｂ
日
程
入
試
１
月
26
日
（
土
）
の
願
書
も

あ
わ
せ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
　
　
　
　
　
☎
�
０
６
０
９

http.//w
w

w
.okuchim

eiko.ac.jp

大
口
明
光
学
園
中
学
校
入
試

　
　
　
願
書
受
付
中

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
む
　
さ
る
ー
ん
」
で
は
、

妊
婦
ま
た
は
生
後
４
か
月

ご
ろ
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
人

を
対
象
に
ひ
ろ
ば
を
開
催
し
ま
す
。

　
助
産
師
や
み
ん
な
と
話
を
し
て
、
コ
コ
ロ

が
軽
く
な
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
　
時
　
１
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

場
　
　
所
　
田
中
校
区
集
会
施
設

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
菱
刈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ふ
ぉ

ー
ち
ゅ
ね
と
　
ま
む
　
さ
る
ー
ん

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
８
８
２

妊
産
婦
☆
赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

　
市
で
は
、
次
年
度
に
実
施
す
る
事
業
の
内

容
や
必
要
な
予
算
を
検
討
す
る
過
程
を
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
も
知
っ
て
も
ら
う
た
め「
当

初
予
算
　
市
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
を
、
公
開
し

ま
す
。

日
　
　
程
　
１
月
15
日
（
火
）
～
17
日
（
木
）

場
　
　
所
　
大
口
庁
舎
大
会
議
室

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
財
政
課
財
政
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
４
２

平
成
25
年
度
当
初
予
算
　
市
長
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
公
開

　
音
響
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
大
ホ
ー
ル

の
み
を
休
館
し
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
　
間

　
２
月
４
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
６
３
２
０

伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
休
館

日
　
　
時
　
２
月
10
日
（
日
）

場
　
　
所
　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
　
　
師

「
発
達
障
害
」
に
関
す
る
講
演
会

　
村
上
由
美
氏
（
言
語
聴
覚
士
・
認
定
コ
ー

チ
ン
グ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
®
）

内
　
　
容
　

○
第
１
部
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
演
題
「
発
達
障
害
を
生
き
る
～
当
事
者
・

　
支
援
者
・
家
族
と
し
て
～
」

○
第
２
部
　
13
時
～
15
時

　
演
題
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
理
解
と

　
支
援
」

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限
　
２
月
１
日
（
金
）

託
　
　
児
　
第
１
部
の
み
あ
り

託
児
申
込
先

伊
佐
市
大
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ル
ピ
ナ

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
５
０
８
０

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

伊
佐
市
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
�
５
５
１
１

が
ん
予
防
は
検
診
で
!!

　
有
効
期
限
は
1
月
31
日
（
木
）
で
す
。

　
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
早
め

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
利
用
は
お
早
め
に

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
紛
失
し
た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
７

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
保
育
園
に
入
所
を
希

望
す
る
人
の
聞
き
取
り
調
査
を
含
む
正
式
な

受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

※
指
定
日
以
外
の
受
付
は
市
福
祉
事
務
所
（

　
大
口
庁
舎
）
の
み
と
な
り
ま
す
。
受
付
時

　
間
は
９
時
～
17
時
で
す
。

受
付
日

保
育
園
の
入
所
受
付
に
つ
い
て

▽
１
月
23
日
（
水
）　
　
　

　
大
口
保
育
園
・
大
口
里
保
育
園
・
山
野
保

　
育
園

▽
１
月
24
日
（
木
）
み
ど
り
保
育
園
　
　
　

▽
１
月
25
日
（
金
）

　
羽
月
保
育
園
・
紅
洋
保
育
園

▽
１
月
28
日
（
月
）　
　
　

　
明
徳
寺
保
育
所
・
あ
ゆ
み
保
育
園
・
市
外

　
保
育
園

▽
１
月
29
日
（
火
）　
　
　

　
慈
光
保
育
園
・
湯
之
尾
保
育
園
・
本
城
保

　
育
園
・
田
中
保
育
所

受
付
場
所
・
時
間

◇
1
月
23
日（
水
）～
25
日（
金
）・
28
日（
月
）

　
市
福
祉
事
務
所
前
会
議
室
（
大
口
庁
舎
）

　
９
時
～
19
時

◇
1
月
29
日
（
火
）

　
市
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）
９
時
～
19

　
時

持
参
す
る
も
の

　
源
泉
徴
収
票
（
な
い
場
合
は
、
こ
れ
に
変

わ
る
も
の
）、
就
労
証
明
書
等
、
家
庭
調
査
票
、

保
育
料
連
帯
納
付
誓
約
書

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
３
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☎22-0０８０ 
お申込み・お問い合わせは… 

エス・テー・ラボ  株式 
会社 

初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入OK！ 

出張費などすべて込みで1万円 費などすべて込みで11費などすべて込みで

お申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせは………お申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせは

毎週1回2時間コース（１８：３０～） 

初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入

費などすべて込みで費などすべて込みで出張出張費などすべて込みで費などすべて込みで費などすべて込みで

初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入

費などすべて込みで費などすべて込みで11万円費などすべて込みで11費などすべて込みで費などすべて込みで

初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入

費などすべて込みで費などすべて込みで費などすべて込みで

！初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入初めてのパソコン。買替えパソコン。他店購入OKOKOK

万円万円万円

初期設定致します 
費などすべて込みで費などすべて込みで費などすべて込みで 万円費などすべて込みで費などすべて込みで費などすべて込みで 万円万円万円万円

★入会費無料 ★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費★入会費無料無料無料無料無料無料無料★入会費★入会費★入会費★入会費無料無料
★随時募集中 

伊佐市大口里1967-2 

★随時★随時★随時★随時★随時★随時★随時★随時★随時募集中募集中募集中募集中募集中募集中募集中募集中★随時★随時★随時★随時★随時★随時★随時募集中募集中
★少 人 数 制  

広告

 
誕
　
生

 

（
11
月
２
日
～
11
月
29
日
受
付
分
）

有
川
　
煌る

き

と
希
斗
（
大
地
・
本
町
）

有
木
　
真ま
な
と斗
（
貴
史
・
コ
ヅ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

今
吉
　
美み

ゆ結
（
良
・
中
戸
切
）

大
川
　
巧
た
く
み
（
剛
史
・
小
木
原
中
）

大
山
　
麗れ
あ
ん心
（
弘
平
・
荒
瀬
）

後
藤
　
優ゆ

め夢
（
広
樹
・
大
道
）

笹
川
　
諒あ
き
と人
（
浩
平
・
浜
里
）

白
坂
　
向ひ

な

た
日
葵
（
和
也
・
西
水
流
）

新
竹
　
美み

ゆ優
（
正
一
朗
・
高
柳
）

陣
之
内
　
麗
う
ら
ら
（
一
人
・
牛
尾
）

遠
矢
　
啓け
い
じ仁
（
淳
平
・
陣
之
尾
）

中
村
　
紘ひ
ろ
と翔
（
新
司
・
朝
日
町
）

永
田
　
結ゆ

な奈
（
誠
二
・
井
手
原
）

西
　
華は
な
の乃
（
弘
悦
・
篠
原
）

福
部
　
湊
み
な
と
（
圭
介
・
下
青
木
）

蓑
手
　
琉
り
ゅ
う
せ
い惺
（
伸
明
・
駅
前
）

面
谷
　
元も
と
は
る晴
（
達
彦
・
築
地
上
）

山
下
　
樂が
く

（
祐
介
・
西
原
）

湯
之
上
　
仁じ
ん
せ
い誠
（
史
斗
・
元
町
団
地
）

永
吉
　
実み

さ

き
彩
希
（
豊
一
・
下
青
木
）

（
11
月
１
日
～
11
月
29
日
受
付
分
）

大
口
地
区

入
木
田
　
耕
三
　
　
73
　（
西
原
）

内
田
　
武
雄
　
　
　
84
　（
中
戸
切
）

木
下
　
勝
郎
　
　
　
68
　（
新
青
木
）

種
子
田
　
喜
惠
子
　
70
　（
八
坂
町
）

山
之
上
　
凉
子
　
　
63
　（
西
水
流
）

吉
満
　
可
愛
美
　
　
41
　（
陣
之
尾
）

山
野
地
区

児
島
　
キ
ク
ノ
　
　
93
　（
本
町
）

羽
月
地
区

石
原
　
寿
賀
子
　
　
70
　（
駅
前
）

内
屋
　
ス
ガ
　
　
　
97
　（
山
之
口
）

高
嶋
　
豊
明
　
　
　
78
　（
大
島
南
）

本
石
　
利
行
　
　
　
83
　（
八
代
）

横
山
　
ス
エ
ノ
　
　
99
　（
白
木
）

西
太
良
地
区

橋
口
　
伊
都
子
　
　
83
　（
西
方
）

村
岡
　
愛
子
　
　
　
94
　（
小
谷
）

米
倉
　
ア
キ
ヱ
　
　
67
　（
城
下
）

菱
刈
地
区

勝
田
　
通
義
雄
　
　
85
　（
小
原
松
山
）

上
村
　
ヒ
デ
　
　
　
98
　（
青
木
元
）

亀
園
　
ハ
ル
エ
　
　
97
　（
荒
田
下
）

楠
元
　
ク
ニ
　
　
　
77
　（
猶
原
）

久
保
　
力
　
　
　
　
87
　（
千
鳥
）

濵
場
　
照
　
　
　
　
79
　（
下
荒
田
）

前
田
　
靜
江
　
　
　
83
　（
小
川
添
）

向
江
　
エ
ミ
　
　
　
88
　（
永
池
）

　

タケシタの家造り 検索

広告

H     P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 :伊佐市大口小木原８９９

注文住宅工事着工中です。

TEL：0995-22-0425

本年もよろしくお願い致します。

迎    春
建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

 

市
来
　
功
成
さ
ん
（
大
阪
市
）

森
本
　
紘
子
さ
ん
（
大
口
東
）

︻
今
月
の
表
紙
︼

　
大
口
大
田
に
あ
る「
郡
山
八
幡
神
社
」で
す
。

　
本
殿
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
29
年
の
解
体
修
理
時
に
発

見
さ
れ
た
柱
貫
（
柱
頭
部
を
横
に
つ
な
ぐ
水

平
材
）
に
打
ち
つ
け
ら
れ
て
い
た
木
片
に
は
、

「
施
工
主
の
寺
僧
が
ケ
チ
で
、
一
度
も
焼
酎

を
ご
馳
走
し
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と
、
宮
大

工
が
腹
を
立
て
て
書
き
残
し
た
落
書
き
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
「
焼
酎
」
の
文
字

の
最
古
の
使
用
例
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

伊
佐
は
「
焼
酎
発
祥
の
地
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
永
禄
二
年
（
１
５
５
９
年
）
の
年
号
が
記

さ
れ
て
お
り
、
４
０
０
年
以
上
も
昔
か
ら
焼

酎
が
飲
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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い
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Ｎ
ｏ
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■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

総
務

課
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

編
集
後
記

人口のうごき

H24.12. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,247 人　  （－   ５）
　男　　13,533 人　  （＋   ７）
　女　　15,714 人　  （－     12 ）
世帯数　14,220 世帯  （－      １）

◆ ◆

　
２
０
１
３
年
「
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
」。
美
し
い
正
月
飾
り
が
新
年
を
祝
い
、

郵
便
局
の
前
に
は
定
番
の「
門
松
」も
あ
り
ま
す
。

　
年
末
取
材
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
製

か
な
と
、
教
え
て
も
ら
っ
た
う
ん
ち
く
を
思
い

出
し
な
が
ら
細
部
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
。
コ
ソ
コ
ソ

確
認
す
る
行
動
は
、
少
し
い
ぶ
か
し
く
思
わ
れ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
門
松
は
、
玄
関
先
を
清
め
、
そ
の
年
の
神
さ

ま
を
お
招
き
す
る
た
め
の
目
印
だ
と
か
。

　
厳
か
な
日
本
人
の
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
門
松

で
す
が
、
家
庭
で
は
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
今
一
度
、
日
本
文
化
の
原
点
に

戻
っ
て
、
よ
り
運
気
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
門

松
を
飾
っ
て
お
正
月
を
迎
え
よ
う
と
、
取
材
中

は
意
気
込
ん
で
い
た
も
の
の
、
お
値
段
等
々
検

討
し
た
結
果
、
や
は
り
今
年
も
市
林
務
課
か
ら

も
ら
っ
た
「
門
松
カ
ー
ド
」
が
玄
関
を
飾
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
立
派
な
正
月
の
風

物
詩
。
神
さ
ま
は
、
分
け
隔
て
な
く
わ
が
家
に

も
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　「
あ
の
ぉ
神
さ
ま
、
今
ど
の
辺
り
で
す
か
？
」

飲食店テナント募集

有限会社 寺子屋

月額
95,000円

旧大口駅前通り 国道　　 号線商業地区267

伊佐市大口上町1  6-6
寺子屋伊佐ビル ２階

定期建物賃貸借契約（事業用）[ [平成35年３月末まで

●平成24年６月外壁等大規模修繕済
●借主連帯保証人ともに伊佐市民の
　
　保証金はご相談
　場合、25年３月末までフリーレント、

広告

〒 253-0053 神奈川県茅ヶ崎市東海岸北３丁目９番７号 寺子屋茅ヶ崎ビル

http://www.terakoya.kanagawa.jp
（0467）26-2111 担当：菅原 [090-3085-6133 年末年始 OK]（代）貸主

所　在

内訳 賃料 85,715 円 共益費 4,762 円
消費税 4,523 円

保証金 857,150 円（居抜）礼金なし

63.63m
（約19.25坪）

202号   室

ﾄｲﾚ 洗面湯沸

厨房

2




